
本州と九州の広域的な人流・ 物流を支え
関門地域（下関市・北九州市）の未来をつなぐ

令和7年8月

〈主要な眺望点「小文字山（北九州市小倉北区）」から北西を望む〉～フォトモンタージュにより、将来の景観等を把握し、景観に与える影響を予測～
■環境影響評価において作成したフォトモンタージュの一例

出典：1・4・2下関北九州道路　1・4・44-10号 下関北九州道路　環境影響評価準備書（令和6年10月）を基に作成

(一社)九州経済連合会　地域共創部

都市計画の案（R6.10）準備書
（R6.10）

方法書
（R4.4）

都市計画の原案（R6.7）
都市計画の原案について、説明会を開催し、この中で地域の
皆様等のご意見をお聞きし、都市計画の案を作成します。

ルートの素案（R6.5）
ルートの素案について、地元説明会を開催し、この中で地権
者の皆様等のご意見をお聞きします。



海峡を挟んで約120万人の都市圏を形成しており、下関市～
北九州市間の通勤・通学の往来は１日あたり約１万人。
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資料：国勢調査（R2）

資料：国勢調査（R2,H7）

フランスやイギリスの生産台数を上回る自動車産業

シリコンアイランド九州の生産・輸出は再び拡大傾向
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事業内容

◇主要エレクトロニクス関連製品・
　電子デバイス事業所地図
◇主要エレクトロニクス関連装置・
　材料事業所地図
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15以上
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資料：図説 九州経済2025
出典：MAP2015実行委員会、九州経済調査協会
　　  「九州とアジアの半導体実装関連企業データベース」各社ウェブサイト
　　  2022年7月時点での情報を掲載
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半導体関連輸出額の推移（九州・山口）
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■関門橋の豪雨・台風・事故などによる通行止め状況（R2～R6年度）

●開　通:昭和48年11月（51年経過）
●交通量:389百台/日（令和6年度）

●開　通:昭和33年3月（67年経過）
●交通量:248百台/日（令和6年度） 下関市と北九州市間の

交通量は、約1万7千台に
のぼり、そのうち、

関門トンネルを
利用しています。

約8割の1万4千台が

（H27全国道路・街路交通情勢調査）
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717回通行止め回数135
183
133
130
136

回717
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年度 通行止め回数
R2
R3
R4
R5
R6

R2年   7月  7日～  8日
R2年   9月  6日～  7日
R3年   8月14日～15日
R4年   6月25日
R4年   9月18日～20日

R5年   3月  1日

R6年   1月14日
R6年   7月28日
R6年 10月19日

上下線 約16時間通行止め
上下線 約16時間通行止め
上下線 約18時間通行止め
下り線 約2時間通行止め
上下線 約34時間通行止め

備　考日　付

上り線 約3時間通行止め
下り線 約5時間通行止め
上り線 約6時間通行止め
上り線 約30分間通行止め
上り線 約30分間通行止め

約2日に1回通行止め頻度

出典：消防機関ヒアリング結果（R2）
●調査対象者及び調査方法
下関市消防局に対して直接聞き取り

出典：農林水産関連企業ヒアリング結果（H29）
●調査対象者及び調査方法
下関市及び北九州市の農水産関連企業22社に対して
直接聞き取り

出典：輸送業者ヒアリング結果（H27）
●調査対象者及び調査方法
現地調査の結果、関門橋と関門トンネルを利用する
頻度が高い企業11社に対して直接聞き取り

出典：旅行業者・観光関連団体ヒアリング結果（H30）
●調査対象者及び調査方法
下関市及び北九州市の旅行業者15社、観光関連団体
6団体に対して直接聞き取り

（R2～R6年度）

出典：地域住民、企業等アンケート（H30）
●調査対象者及び調査方法
下関市及び北九州市にお住まいの18歳
以上の住民（無作為抽出）と両市の企業
等に対して、調査票を郵送にて配布・回収

出典：地域住民ヒアリング結果（R2）
●調査対象者及び調査方法
下関地域の住民に対して直接聞き取り

出典：地域住民ヒアリング結果（R2）
●調査対象者及び調査方法
下関地域の住民に対して直接聞き取り

住 民 2,108票（6,812票配布）30.9％ 企業・団体 238票（501票配布）47.5％
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計画の具体化に向けた検討・調査計画の具体化に向けた検討・調査

出典：下関北九州地域の企業へのヒアリング結果（H29）
●調査対象者及び調査方法
下関市及び北九州市の製造卸業、運輸業など
15社に対して直接聞き取り

出典：旅行業者・観光関連団体ヒアリング結果（H30）
●調査対象者及び調査方法
下関市及び北九州市の旅行業者15社、観光
関連団体6団体に対して直接聞き取り

出典：彦島地区企業・自治体ヒアリング結果（R1）
●調査対象者及び調査方法
下関市彦島地区の企業及び自治体連合
会に対して直接聞き取り
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出典：下関北九州道路 地元説明会 配布資料を基に作成

令和6年５月　
国と2県2市が連携して調査してきた
ルート（素案）がまとまりました。

ルート素案がまとまりました


